
 「誰もが笑顔で暮らせる社会をつくる」
 この⾔葉を私たちは、理念として掲げてきました。そして今、その⾔葉が単なるスローガンでは
なく、福祉の現場で、そして社会のあらゆる場⾯で、実現されなければならない「⽬標」であると
痛感しています。
 昨年、障害者差別解消法が改正され、⾏政機関だけでなく、すべての⺠間事業者に対しても「合
理的配慮の提供」が義務化されました。つまり、障害のある⼈が困っているときに必要な配慮をす
ることは、もはや“善意”ではなく“義務”になったのです。これは福祉の世界にとって、たいへ
ん⼤きな⼀歩です。けれど⼀⽅で、まだまだその理解が⼗分とは⾔えず、実際の現場では「何をど
う配慮すればよいかわからない」「制度はあっても現実には難しい」という声も少なくありません。
 だからこそ、今こそ「福祉と⼈権」を語り直す必要があるのだと思います。⼈権とは、⼈として
のあたりまえの尊厳を守ること。福祉とは、本来、その⼈権を⽀える⼿段であり、仕組みであるべ
きです。しかし私たちの社会では、福祉が「してあげること」、⽀援が「施し」であるかのように
誤解されることもまだ多く、利⽤者や障害のある⼈の⽴場に、無意識に上下関係を⽣んでしまって
いる場⾯にも出会います。
 私たち「未来への架け橋」は、そうした固定観念や旧来の価値観に挑戦していきたいと思ってい
ます。たとえば、知的障害や発達障害のある⼈たちが、卒業後も継続して学び続けられる「みらい
カレッジ」。この取り組みも、⽇本ではまだ珍しい存在ですが、欧⽶諸国では障害のある⼈に対す
る⽣涯教育の権利はすでに常識となりつつあります。
 学びは、成⻑のためだけでなく、⾃⼰決定を⽀える⼤切な基盤でもあります。⾃分のことを⾃分
で選び、⾃分で決めていく⼒。それは、「福祉」という制度だけでは育まれません。⼈権として
の“教育”の保障があってこそ、初めて実現するものです。
 このニュースレターでは、毎号『福祉と⼈権を語る』というタイトルのもと、現場での実践、制
度の動き、そして何より、当事者や家族、地域の皆さんの声に⽿を傾けながら、共に「これからの
福祉」の姿を考えていく場にしたいと思います。
 創刊号にあたり、あらためて私が皆さまにお伝えしたいのは、社会には「変える⼒」があるとい
うことです。そしてその変化は、決して⼤きな改⾰だけによって起きるものではありません。⽇々
の⼩さな気づき、やさしい声かけ、誰かに対するほんの少しの関⼼。それらが積み重なって、社会
のあり⽅そのものを変えていけるのだと、私たちは信じています。このニュースレターが、そうし
た⽇々の営みの中にある「希望の種」を⾒つけるきっかけとなりますように。
 これからともに歩んでくださる皆さまに、⼼より感謝を申し上げます。
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∼福祉と⼈権の未来を語る∼代�コラム

『創刊に寄せて�―』
⼀般社団法⼈�未来への架け橋�代表理事 ⻑⾕川正⼈
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� 4⽉の郊外⾏事は、海の中道海浜公園へ⾏ってきました。お天気にも恵まれ、たくさんの花
たちに囲まれて、⽇頃の疲れも⾶んでいきそうなほど、リフレッシュ出来たようでした。６年
ぶりの海の中道海浜公園訪問！！�⾏く途中でお弁当を購⼊しました。いつも⾏くお店とは異な
り、種類が豊富で選ぶのに時間がかかりました。また、カレーやお好み焼きなど、いつも通り
の選択もあり、お気に⼊りのお弁当をゲット！皆さん、美味しそうに⾷べていました。
 ⾷後には、アイスクリームやお店で買ったお菓⼦を楽しんで、満⾜そうな表情を浮かべてい
ました。ネモフィラやチューリップなどの花々も、⾃分の携帯で写真を撮りながら「きれいだ
ね∼」と感動していました。

宇美キャンパスの
活動はこちらから

⾏事活動：海の中道海浜公園へ⾏ってきました

6ｋｍの道を ゆっくりお散歩

いらっしゃいませ∼っ宇美キャンパスのコーヒー買ってくれる⼈いませんか∼？

 令和7年3⽉30⽇（⽇）に、三島⻑伏さくら祭りが初めて開催されました。
 40以上の企業や地域で活動している⽅々がブースを出展し、私たちみらいカレッジ三島キ
ャンパスもその⼀員として事業所紹介を⾏いました。利⽤者の皆さんは、ドリンクの販売やカ
レッジの紹介をしながらパンフレットを配布し、緊張感を感じさせないほど積極的に接客して
いる様⼦が⾒受けられました！この地域での貴重な経験を通じて、達成感と充実感を得ること
ができました。地域の皆様、素晴らしい経験をありがとうございました！

地域活動：三島⻑伏さくらまつりに参加

三島キャンパスの
活動はこちらから

みらいカレッジ三島キャンパス⾏事ダイジェスト

みらいカレッジ宇美キャンパス⾏事ダイジェスト



学び活動：ランプシェードづくり

成⽥キャンパスの
活動はこちらから

∼スタッフさん、ちょっといいですか？∼�員��

みらいカレッジ成⽥キャンパス⾏事ダイジェスト

1.現在の担当業務を教えてください。
 ⽀援教育プログラム⽴案、マニュアル作成、業務プロセス効率化提案など。

No.1：みらいカレッジ 事業部⻑�⼭本和⼦さん 

 先⽇、芸術プログラムの⼀環として「ランプシェードづくり」に取り組みました。
 ⾵船に⿇ひもを巻きつけ、仕上げていく⼯程は、決して簡単ではありませんでしたが、皆さ
ん集中しながらも楽しそうに作業に取り組んでいる様⼦が印象的でした！
 完成したランプシェードはどれも⾵合い豊かで、温かみのある素敵な作品になりました。表
情や取り組む姿からも「つくる喜び」が感じられ、完成したときの嬉しそうな様⼦がとても印
象的でした。その様⼦は、Instagram⽤のリール動画でもご紹介していますので、ぜひそち
らもあわせてご覧ください！

2.このお仕事を選んだ理由を教えてください。
 利⽤者の⽅との⽇々の関わりの中で、⼼のあたたかさを感じられることに⼤きな魅⼒を感じ、こ  
 の仕事を続けることができています。共に学び、成⻑していける関係性の中で⽀援に携われるこ
 とは、この仕事ならではのやりがいだと実感しています。�

3.普段、どんなことを⼤切にして仕事に取り組んでいますか？
� 私は、⽇々の⽀援の中で「この⽅は何を望んでいるのか」「どんなことを実現したいと思っている
 のか」にしっかりと⽿を傾けることを⼤切にしています。�また、職員同⼠もお互いに学び合い、
 成⻑し続けられるような職場づくりに取り組んでいきたいと思っています。

�4.利⽤者さんが⾒せてくれた笑顔の中で、⼼あたたまったできごとがあれば教えてください。
 はじめて授業をした⽇、緊張していた私に利⽤者の⽅が笑顔で「だいじょうぶよ！」と声をかけて
 くださいました。その⼀⾔に不安がやわらいで、⾃然と笑顔で授業に取り組むことができました。
 その経験を通して「⽀援する・される」という枠を超えた関係性の⼤切さを改めて感じました。

�5.これから「未来への架け橋」で実現したい夢や、挑戦したいことは何ですか？
 どのような障害のある⽅であっても、ともに学び、成⻑し合える環境、そして安⼼して過ごせる
 「居場所」にしていきたいと思います。

�6.�最後に、未来への架け橋を⽀えてくださる皆さんへ、メッセージをお願いします。
 未来への架け橋では、利⽤者や保護者のニーズに丁寧に⽿を傾け、「個別最適化」と「楽しく学ぶ
 しくみ」を両⽴させた⽀援を追求していきたいと考えています。⼀⼈ひとりに合った学び⽅を提
 供し、柔軟な発想と⼯夫で、新しいかたちの福祉サービスを再構築していきたいと思います。



∼今⽉のベストショット！∼��の１枚

広報部より

みらいカレッジの取り組みや法⼈全体の
活動を、もっと多くの⽅に知っていただ
きたく、今⽉より法⼈ニュースレターを
スタートしました。
次号では職員紹介や学びのプログラム、
利⽤者さん・ご家族インタビューなども
掲載を予定していますので、ご期待くだ
さい。Instagramでは各キャンパスの様
⼦を⽇々発信中です！
キャンパス⾒学も随時受付中ですので、
お気軽にお問い合わせください。（宮）

∼架け橋の会賛助会員募集中∼

５⽉の予�

5/10(⼟)
三島

5/24(⼟)
成⽥

法⼈の思いや活動にご賛同いただける⽅のお申込みをお待ちしています

➢福祉啓発活動
ニュースレターやウェブサイト、SNSを活⽤し、
活動内容や成果を広く発信します。
➢会員間のネットワーク構築
会員間の意⾒交換や共同プロジェクトを⾏います。

活動内容

【年会費（１⼝）】
正�会�員��（個⼈）：年�額�１万円
�   ���（法⼈）：年�額�５万円
賛助会員�（個⼈）：年�額�３千円
    �（法⼈）：年�額�３千円

����

フロントップ(株)様/リーフラス(株)様/北村悦⼦様/
酒井⺒喜雄様/國分幹⽣様/篠⽥哲郎様

（順不同/掲載許可をいただいた⽅のみ）

成⽥キャンパス 宇美キャンパス 三島キャンパス

各キャンパスおすすめベストショット

みらいカレッジ説明会

時間�14：00(受付13：45)

〒151-0061
東京都渋⾕区初台1-51-1-709
TEL：03-5351-8818
E-Mail:info@miraicollege.comhttps://mirai-kakehashi.com/

ご�内

お
問
合
せ

海の中道海浜公園
満開のネモフィラの前で記念写真

学びの場での話し合いタイム
煮詰まった時には丸くなって意⾒交換満開の桜

早速打ち解けている新⼊⽣と先輩

⾒学申込

⻑⾕川代表がみらいカレッジ概要説明を⾏います。

４⽉架け橋の�ご��者�
ご�援、�より��申し上げます。

【お申込】
左のQRコードより
お申込みください。

https://mirai-kakehashi.com/
https://mirai-kakehashi.com/

